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（1）第100号 令和4年2月15日

未来へ歩み続けるPTA
　「保護者と教員が学びあうことで教養を高め、成果を家庭・学校・地域に還元すること、児童生徒の健全な達に寄与すること。」
この理念のもとに子どもたちを支え続けたＰＴＡ。神奈川県ＰＴＡの歴史を今あらためて振り返ってみると、その時代時代に活躍した
会員の姿が見えてきます。その思いを私たちが未来へつないでいきましょう。

県Ｐのあゆみ

当時は 14 の市郡（川崎・横須賀・鎌倉・藤沢・茅ケ崎・平塚・小田原・上・中・下・高座・愛甲・
三浦・津久井）の公立小中高の会員で構成され、1952 年 7月の記録では小学校 189,532 名、
中学校 83,860 名、高等学校 24,287 名の会員が加入していた。

機関誌『神奈川県 P.T.A』発刊
「一つに子どもたちの幸せを願い誠実をもっ
て機関誌発刊といたしたい、この願いを会員
各位によって育成されんことを願って発刊の
言葉といたします。」
（神奈川県ＰＴＡ協議会議長の言葉より抜粋）

『県Ｐだより 第１号』発行
毎月発行の広報紙『ＰＴＡかながわ』
の他に、手書きの『県Ｐだより』が隔月
で発行されていた。

創立 50 周年記念誌『未来へ』発刊
各ブロック紹介の他に、すべての加入校の紹介も掲載された。

『ＰＴＡかながわ  第 100 号』発行
（現在、『ＰＴＡかながわ』の発行は年２回となっている）

『ＰＴＡかながわ  第１号』発行
・総会報告（事業計画・予算・役員・理事紹介）
・神奈川県知事挨拶
・会長挨拶
・高校百校の増設計画
・公立高校入学者の選抜方法
・ ＰＴＡの十年を顧みる
・ ＰＴＡの焦点
　 ＰＴＡの原点に立って
　 藤沢一中の活動
　 厚木市Ｐ連の活動
　 平塚市Ｐ連会長の体験
・文部大臣表彰 大和小学校ＰＴＡの活動
・学校給食の推移について
　…等の記事が掲載されていた。

1951年
（昭和 26 年） 1951年（昭和 26 年）９月 29日

茅ケ崎小学校講堂に於いて、県下ＰＴＡ会員約 500 名の参集を得て発会式を挙行

「神奈川県ＰＴＡ大会を開き、ＰＴＡ活動の本質的なあり方を再確認するとともに、県下
60 万ＰＴＡ会員の日常活動を盛り上げ、青少年の福祉と、教育の新しい前進のため
に貢献しようとするものである。（大会資料より一部抜粋）」という趣旨のもと、川崎市
にて開催された。
なお、古関裕而氏作曲の『ＰＴＡの歌』は、この第 1 回大会から歌われている。

1957 年（昭和 32 年）10 月14日
第１回神奈川県ＰＴＡ大会

1957年
（昭和 32 年）

同じＰＴＡの仲間同士、いざという時にお互い助け合おうという精神で出発し、
「見舞金の給付」「基金（互助の際の資金の裏付け）の積立」「会員への
安全啓発」を行っていた。（発足以前は県Ｐ事務局が民間損害保険会社
の窓口として単位ＰＴＡからの保険の取次ぎを行っていた。）
※現在は、見舞金とともに保険金の給付も行っている。

1994 年（平成 6 年）
神奈川県ＰＴＡ協議会 安全互助会発足 

1994年
（平成 6 年）

11 月6日、神奈川県民ホールに於いて「子どもたちへ 私たちの 
伝えたい心」のテーマのもと開催された。1,400 名ほどの会員
やＯＢの出席があり、県Ｐ創立 50 周年を祝った。

2001年（平成 13 年）
創立 50 周年記念イベント開催

2001年
（平成13 年）

総合的な学習の時間など、児童・生徒が学習活動で
校外に出る機会も増えてきたことや、完全学校週５日
制度が実施され、児童・生徒の自主的な活動が活
発になっていることから、学校管理下であるなしに
関わらず、24 時間保障で多様な災害に対応する
傷害保険が有意義であると考えられた。県Ｐとし
て団体加入することにより、個人で加入するより
も大きな割引率（スタート当時は 25％の割引
率→現在は約 44％の割引率）で大きな保障
を得ることができる。

2005年（平成17 年）
かながわ子どもセイフティプラン スタート 

現在、22 の市町村郡の公立小中学
校 413 校・161,577 世帯の会員で
構成されている。 

2021年（令和 3 年）
70 周年を迎える 

2005年
（平成17 年）

2021年
（令和 3 年）

1953 年（昭和 28 年）

1975 年（昭和 50 年）

1984 年（昭和 59 年）

2022 年（令和 4 年）

2001年（平成 13 年）

県Ｐ発行誌のあゆみ

未来へ歩み続けるPTA
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　令和２年度に発行された広報紙が対象となり、厳選なる審査の結果、各賞の広報紙が選出されました。コロナ禍で活動が難しかった
為か、例年よりは応募数が少ない中での選考となりましたが、熱量を感じる力作が揃いました。受賞校の皆様、おめでとうございます ！

【審査結果】（※：全国コンクールに応募）

　11 月26日、県 P 大会で表彰式が行
われ、各賞の受賞校に賞状が授与され
ました。最優秀賞を受賞した大磯小学
校ＰＴＡの広報サポ　笹田美帆さんか
らのご挨拶と、神奈川新聞社の佐藤英
仁氏の講評がありました。佐藤氏から
は講評に加え、広報紙作りのコツなど
のお話しもありました。

（県 P 大会での授賞式の様子は配信中です。是非ご覧ください！）
県 P 大会会場のロビーでは受賞広報紙が展示され、
参加者がとても熱心に閲覧する様子が見られました。

横須賀市立鴨居小学校ＰＴＡ「山びこ」
横須賀市立城北小学校ＰＴＡ「城北」
逗子市立逗子小学校ＰＴＡ「いずみ」
葉山町立一色小学校ＰＴＡ「ほのぼのポスト」
茅ケ崎市立浜須賀小学校ＰＴＡ「はまゆう」
海老名市立杉久保小学校ＰＴＡ「杉小」
座間市立入谷小学校ＰＴＡ「いなほ」
座間市立栗原中学校ＰＴＡ「みなもと」※
綾瀬市立早園小学校ＰＴＡ「虹色クレヨン」
綾瀬市立綾西小学校ＰＴＡ「ふれあい」
秦野市立南小学校ＰＴＡ「さくら木」

秦野市立東小学校ＰＴＡ「せんだん」
秦野市立西中学校ＰＴＡ「西中ＰＴＡ陽光」※
平塚市立花水小学校ＰＴＡ「広報　花水」
小田原市立東富水小学校 父母と先生の会「ひがし／ほたる」※
小田原市立豊川小学校ＰＴＡ「とよかわ／ひまわり」
小田原市立国府津小学校 保護者と教職員の会
　「PTAだより／ PTA 会報こうづっこ」
厚木市立愛甲小学校ＰＴＡ「あいこう」
厚木市立玉川中学校ＰＴＡ「まがたま」※
相川町立中津第二小学校ＰＴＡ「ひばり」

神奈川県ＰＴＡ協議会　広報紙コンクール神奈川県ＰＴＡ協議会　広報紙コンクール

最優秀賞（県ＰＴＡ会長賞） 奨励賞

第 43 回  全国小・中学校ＰＴＡ広報紙コンクール

大磯町立大磯小学校ＰＴＡ「いそかぜ」※

優秀賞（県教育長賞）
茅ケ崎市立緑が浜小学校Ｐ.G.Ｔ「緑の風」※

優秀賞（神奈川新聞社賞）
厚木市立依知南小学校ＰＴＡ「みなみ十字星」※

優良賞
横須賀市立田浦小学校ＰＴＡ「しろんだ」※
横須賀市立常葉中学校ＰＴＡ「ときわ」※
葉山町立長柄小学校ＰＴＡ「かいだん」※

大磯町立大磯小学校ＰＴＡ  日本教育新聞社社長賞  受賞
茅ケ崎市立緑が浜小学校 P.G.T  佳作  受賞

第63回  神奈川県PTA大会  報告
　令和 3 年 11 月 26日、神奈川県 PTA 大会が「仕合せの連鎖～つながりから生まれる成功体験を次へ紡ぐ」の大会
スローガンのもと同年 9月にオープンした小田原三の丸ホールにて参集形式で開催されました。
　開催方法については、理事会での協議の結果、感染症対策を十分留意した上で参集形式で開催することになりました。

　コロナ禍においてイベント等の開催方法も大きく変化しました。新型コロナウィルス感染症の流行により、急速かつ強制的に
社会全体のデジタル化が進展しテレワークやオンライン授業、ライブ・オンデマンド配信を併用したハイブリッド形式での開催
など多様化する中、当該大会は参集形式での開催となりましたが、同じ会場に参集し意識を共有しながら開催される対面で
のイベントの大切さを改めて実感しました。

　研究大会では座間市 P 連が「座間市 PTA の活動研修会」について実践発表を行い、子どもたちの為にコロナ禍でも
出来ることを模索し行動を継続する事の大切さや、横のつながりの大切さを実感しました。
　基調講演では幸福学研究の第一人者である前野隆司氏をお招きし「PTAと幸せ」について講演いただきました。

　印象に残っている話は、幸福度を上げる「幸せの４つの因子」に
ついて、PTA 活動を行っている皆さんはとても幸せなのだと言う事。
　幸せを運んでくる心的要因は、（1）やってみよう因子、（2）ありが
とう因子、（3）何とかなる因子、（4）ありのままに因子の４つ。
　講演はあっという間に終わりを迎え、講演が終わる頃にはとても
前向きな気持ちになりました。

第63回  神奈川県PTA大会  報告

第 63 回神奈川県 PTA 大会

（動画配信中）

第63回 神奈川県PTA大会

　当該大会の様子は、神奈川県 PTA協議会の
ホームページよりご覧ください。
　令和 4 年 5月31日まで公開しています。
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第53回日本ＰＴＡ関東ブロック研究大会
埼 玉 大 会

第53回日本ＰＴＡ関東ブロック研究大会

「つながろう人と人  彩の国から未来に向けて！」
～子どもの豊かな心と生きる力を育むために～

令和 3年（2021 年）10 月 16 日（土）

教育評論家 尾木直樹 氏

令和４年（2022 年）10 月 15 日（土）・10 月 16 日（日）開催予定

第 54 回日本 PTA 関東ブロック研究大会  山梨大会

　今大会は、埼玉県 PTA 連合会の尽力に
より、会場参加人数を大幅に削減しつつ、ライ
ブ配信を併用しての開催がかないました。
　大会では、教育評論家の尾木直樹氏（通称
尾木ママ）に、コロナ禍で子どもたちが『生き延
びる力』についてご講演いただきました。
　コロナ禍のコミュニケーション不足で、将来
子どもたちが、グローバル社会に対応して『生き延びる力』をつけるためには
①新しい価値を創出する力
②緊張とジレンマを調整する力
③自分を客観的に見ることができる力をつけることが大事であること。
　また、そのために「共感力」を磨くこと。子どもたちの『生き延びる力』を
育てるために、大人が共感することで子どもたちに自信を与えることが
出来、『生き延びる力』は育つという、とても興味深い内容でした。「どうし
たの？」「そりゃ大変だったね」こうした会話を心掛け、子どもたちの心に
寄り添うことが大事だと強く感じられる講演でした。

■傷害保険

■賠償保険　過去のお支払い事故例

♦問い合せ先
安全互助会 事務局

●保 険 金（保険会社より）…… 入院日額
通院日額

入　　院
通　　院

3,060 円
1,140 円

5,000 円
2,000 円

●お見舞金（安全互助会より）……
　※1事故につき

TEL.045-326-6103
FAX.045-326-6107

神奈川県PTA協議会
安全互助会

ＰＴＡ活動の安心のために
単位ＰＴＡ、会員校の児童・生徒およびＰＴＡ会員（保
護者・教職員）等に生ずるＰＴＡ活動中のさまざまな
事故を補償します。

※神奈川県ＰＴＡ協議会に所属する小・中学校ＰＴＡが団体として加入する保険です。
　年会費＝1世帯１００円
　なお、安全互助会への加入状況については、貴ＰＴＡ本部役員へご確認ください。

○小学校・PTA 連名で設置のあいさつ運動の看板が外れ、
　風で飛んでしまった。避けきれなかった走行中の車に
　看板が当たってしまい、車体に傷をつけてしまった。

○学校敷地内にて PTA 地域清掃ボランティア活動の除草
　作業中の事故。芝刈り機の刃が小石に触れて飛び石とな
　り、地域参加者の自動車の後部座席窓に当たりひび割れ
　てしまった。

※保険金のお支払いについては、事故の状況によって異なります。
　補償内容の詳細やこの制度についてのご質問、ご照会は、直接
   下記お問い合わせ先へご連絡ください。
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　「いのち」「友だち」「家族」「いじめ」をテーマに、710 作品（小学生の部 361 作品、中学生の部 284 作品、一般の部 65 作品）の
こころコトバが集まりました。たくさんのご応募、ありがとうございました。応募された作品から神奈川県ＰＴＡ協議会 会長賞、神奈川県
教育委員会 教育長賞が選出されました。受賞された皆様、おめでとうございます！

令和３年度 神奈川県ＰＴＡ協議会「第３回 こころコトバ大賞」令和３年度 神奈川県ＰＴＡ協議会「第３回 こころコトバ大賞」

表 彰 式 令和３年 12 月 19日（日）神奈川県立地球市民かながわプラザ（あーすぷらざ）にて

　表彰式には受賞者 13 名の出席があり、感染対策を講じての
開催となりました。賞状授与の後、各受賞者にひとことインタ
ビューを行いました。インタビューでは皆様少し緊張も見られまし
たが、受賞の感想や作品に対する思いをしっかりと自分の言葉で
語られていました。受賞者の皆様の晴れやかな笑顔の溢れる心
温まる表彰式となりました。 （撮影時のみマスクを外しています）
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部
門 賞 作　品 学校名／学年 氏 名（敬称略）

弟の寝顔がかわいすぎて  美術館に展示されるんじゃないか  不安になるという幸せな心配事

言葉でも  人のココロは  ケガをする

人と違ったっていい。 自分らしく輝いていけばいいんだから

お母さんが生んでくれなきゃ  ぼくは、ここにいないんだ。 生んでくれて、ありがとう!

おとうとがはじめてたった  ぼくがはじめてたったとき  みんなもうれしかったんだろうな

「ありがとう」  この一言は  みんなと繋がる魔法の言葉 !

久しぶり  全員そろったクラスの笑顔  タブレットっていいことある

自分とちがう  それの何がいけないの？  みんな同じ人なのに

たった一言で傷つける事はできるのに  たった一言でその傷を治す事は  何故できないのだろう

人の夢に余計なことを言うな。 人の本気の夢に言える言葉は本気の応援の言葉くらいだ。

同じ明日は二度と来ない  今、その時を  大切にしよう。

人間は  一人一人個性があるから美しい。

『大丈夫？』  その一言が  大きな光

「また、明日。」  その一言がいつまでも続くように。

「うるさい！」言う口  心の中では  「ごめんなさい。」

「いってらっしゃい」と  言葉のお守り  つけていく

「ただいま」「おかえり」  心が和らぐ瞬間笑顔が溢れるよ  疲れた体の一番の栄養ありがとう

ごめんなさい  いつも怒って  ばかりいて  ありがとう  あなたがいるから  頑張れる

ランドセルに素敵な夢をいっぱい詰めて  私はあなたの  一番の応援団長

どんなときも 安心できる 家族の笑顔

話そうよ  話してよ  いつでもなんでも聞くよ

「い」っぱい話して、笑って  「の」んびり一歩一歩進もう  「ち」ょっと休憩も大切だよ

背が伸びた、歯が抜けた、  日々の全てにおめでとう。 心に栄養、ありがとう。

つまづいたっていいんだよ  これから、  これから、

茅ヶ崎市立西浜小学校／５年

座間市立相武台東小学校／５年

平塚市立大野小学校／５年

大和市立中央林間小学校／２年

平塚市立岡崎小学校／２年

座間市立相模が丘小学校／６年

茅ケ崎市立西浜小学校／５年

小田原市立足柄小学校／４年

寒川町立寒川東中学校／３年

平塚市立旭陵中学校／ 1年

平塚市立旭陵中学校／ 1年

平塚市立旭陵中学校／ 1年

平塚市立旭陵中学校／ 1年

秦野市立西中学校／１年

平塚市立旭陵中学校／ 1年

平塚市立旭陵中学校／ 1年

鎌倉市立今泉小学校

秦野市立上小学校

小田原市立豊川小学校

小田原市立桜井小学校

小田原市立城北中学校

綾瀬市立綾北中学校

座間市立栗原小学校

厚木市立戸田小学校

牛山　惺

小野瀬  唯斗

舘岡  由依

星野  敬太

府川  馳明

清水  彩羽

若命  トアイ

鈴木  こころ

菅　優莉

多田  陽喜

遠藤  大和

大場  寛斗

船津  千桜

太田原  蓮人

木村  晴香

岡　智弥

山本  麻喜

佐野  たみ

奥津  奈未

小林  江里

小林  良太

小松原 早智子

竹下  有沙

金子  亜耶子


